
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（旧職員・水田伊七章先生揮毫） 

島定通信 第 83 号 

令和 3年 5月 21日 

島原高校定時制教務

部 
 新しい出会いを祝福するかのように晴天に恵まれ、満開の桜の花びらが舞う中で、緊張した面

持ちの新入生 3名、編入生 1名を迎え、4月 8日（木）に第 73回入学式を挙行しました。 

岩橋校長から新入生の入学許可が宣言され、本校に新しい仲間が加わりました。 

 

 

 

校長：岩橋 順弘  教頭：矢嶋 真行 事務長：石橋 明 

１年担任：草村 一利（理科）・坂下 里美（国語） 

２年担任：林田 成穣（商業・情報）・釣船 明文（国語・書道） 

３年担任：久住呂 幸磨（保健・体育）・大北 一幸（数学） 

４年担任：山口 勝成（地歴・公民）・髙尾 源之介（英語） 

養護教諭：櫻井 恭子  事務：松永 頼俊・泉 美知子  

給食補助：中村 昭子 

 令和３年度、新学期が始まりました。それぞれの人が、それぞれの想いを持って始業式を迎えた

のではないでしょうか。昨年度は、新型コロナウイルスの影響で休校措置などがあり、いつもの年

とは違う生活で戸惑った人も多かったのではないかと思います。今年度も、変異したコロナウイル

スの影響でオリンピックの開催の是非や都市部での緊急事態宣言など、予断を許さない状況が続い

ています。君たちには、感染症対策を徹底して、コロナに負けることなく高校生活を送って欲しい

と思っています。 

先日、平成２９年に実施された全国高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会で沖縄県の生徒

が発表した次のような文章が目に留まりました。 

「あの時、変わりたいと思わなければ中学校もろくにいかなかったでしょう。そして受験すること

も、合格することも、周りの支えに感謝することも、周囲との関わりも、人生の目標もできなかっ

たと思います。もちろんたくさんの壁にもぶつかりました。人に笑われ、誤解され、受験なんてど

うでもいいやと思ったこともありました。しかし、変わろうという気持ちを持ったその日から、人

は変わることができるのです。『人は自分の意思で変われる』今の私なら分かります。もし自分を

本気で変えたいと思っている人がこの場にいたら、自分に負けないでください。必ず変われると自

分を信じてください。」 

皆さんの中には、「自分は今のままで十分だ」と考えている人がいるかもしれません。しかし、

私は「現状維持は後退に等しい」と思っています。変わることは容易いことではないかもしれませ

ん。しかし、日々勉強したり、経験したりすることによって、人は変わり、成長していきます。高

校生の君たちは、大人の何倍ものスピードで成長できる可能性を持っています。その可能性を形に

するためには、自ら変わろうとする意思を持つことが大事だと思います。勉強や部活動、日ごろの

生活習慣は自分の意思で変えられます。その変化がどんなに些細だったとしても、それがどのよう

に小さな成長であったとしても、構いません。変わりたい、成長したいという意思を持って行動す

ることが自信へとつながり、さらに大きく成長する糧となるはずです。 

高校を卒業したら、ほとんどの人が親元を離れたり、社会へと巣立ったりすることになります。

君たちにとって高校時代は基礎、基本を身につけ、自らを成長させる大事な期間です。激しく変化

する社会の中を生きていくためにも、「自分の意思」をしっかり持って、１日１日を充実したもの

にしてください。 

 

 

 

 

校長室から        

            『自分の意思で変われる』     

校長 岩橋順弘 



 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6/8(火) ワークライフプランニング１  

10(木) ワークライフプランニング２  

13(日) 全国定通体育大会 

長崎県予選大会 

15(火) 交通委員会 

「長崎っ子の心を見つめる」 

教育週間(～21)   

16(水) 生活体験作文１ 交通委員会 

18(金) 生活体験作文２ 

21(月) ワークライフプランニング３ 

24(木) ワークライフプランニング４ 

28(月) ワークライフプランニング５  

30(水) いじめ調査 

7/ 1(木) 期末考査(～6) 

8(木) ワークライフプランニング６ 

12(月) 卒業予定者三者面談 

15(木) 薬物乱用防止講話  

交通委員会 

16(金) いじめ調査 

19(月) 球技大会 

20(火) 終業式 

 ４月９日（金）本校会議室において、対面式を行い、新入生にとっては在校生と初めて顔を合

わせる機会となりました。新入生は緊張した面持ちで、在校生の待つ会場に入場しました。その

後、生徒会長が歓迎のことばを述べ、新入生代表のあいさつがありました。続いて、教頭先生の

お話のあとに生徒会役員の紹介があり、ＤＶＤで年間行事の紹介がありました。新入生も早く定

時制の学校生活に慣れて、在校生とともに活躍してもらえることを期待しています。 

 

ます。 

 

 ５月１２日（水）１９：３０～２１：３０ ＰＴＡ総会および学年懇談会を実施しまし

た。当日は、保護者９名の御出席をいただき、生徒たちの心身ともに健全な成長や進路実

現について、有意義な話し合いができました。（総会出席率７５％）。御出席いただいた保

護者の皆様、誠にありがとうございました。御欠席の保護者の方々には、家庭訪問または

学校面談にて総会や学年懇談会の内容をお伝えいたします。 

４月２８日（水）島原高校定時制で講師の先生をお招きして交通安全講話を開催し、講話と

共にＤＶＤ「道路に潜む危険」を視聴しました。ＤＶＤでは自動車・自転車・歩行者それぞれ

の立場から「身近に潜んでいる危険」について考える機会となりました。講話では、「わき見運

転」や「ながら運転」をせず運転に集中することの大切さ、歩行者に対して「思いやり」「いた

わり」の気持ちを持つこと等を教えていただきました。島原高校定時制から交通事故の加害者

も被害者も出さないようにしていきます。 

講師：島原警察署交通課 交通指導係主任 中野寛史 様 

 


